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第 45 回電子情報化委員会 議事録（案） 
 

日時：2011 年 2 月 14 日（月）15:00～18:30 

場所：JCI 会議室 12F 

出席者：中村委員長、三木幹事、甲斐、椛山、吉岡、八十島の各委員 

（事務局）五十嵐専務理事、井上、戸口 

 

資料 

45-0：電子情報化委員会（第 44 回）議事次第 

45-1：第 43 回電子情報化委員会議事録（案） 

45-2：メールニュース登録者数の推移（H23.2.14） 

45-3-1：第 2 回 JCI 発行物電子化に向けての意見交換会議事録（案） 

45-3-2：会誌コンクリート工学の電子化に関する方針案 

45-3-3：コンクリート工学論文集の電子公開に関する方針案 

45-3-4：ACT の電子公開に関する方針案 

45-3-5：電子公開に向けての提案 

45-4-1 雑誌論文集の電子化について J-Stage 打合せメモ 

45-4-2：J-Stage の紹介 

45-5：メールニュースアクションプラン（修正版） 

45-6：会員専用サイト公開に向けて 

 

議事 

1. 前回委員会議事録（案）の確認（中村委員長、資料 45-1） 

・ 第 44 回議事録（案）の内容を確認し、原案を承認した。 

2. メールニュース登録者について（事務局、資料 45-2） 

・ 現状の登録者数 4024 名（2011 年 2 月現在）。前回委員会（11 月）より約 500 名増。 

・ 講習会や研修会など個別で案内する機会がなかったため、登録者数の増加は少なかった。 

3. J-Stage について（事務局井上氏、資料 45-4-1、45-4-2） 

井上氏から雑誌論文集等の電子化について J-STAGE と打ち合わせた結果が報告された。 

・ 搭載に必要なデータとして、①PDF（論文本体）、②書誌データ、③本文検索用テキストデー

タが必要となる。①②は必須となる。 

・ JCI は登録を外部に代行する場合、業者に代行費を支払うことになる。J-STAGE に対しては、

経費は発生しない。 

・ 2 ヶ月に一度審査があり、次回は 3 月 29 日となる。募集数や JCI の内容から審査は問題ない

と判断される。 

・ 申請が認められた後に、センターへ出向き打ち合わせを行うことになる。打ち合わせには、

電子情報化の委員も同席することとした。 

・ 作業がスムーズに進めば、7 月末には公開が可能となる。 

・ Journal@rcive は昨年 6 月に終了した。ただし、予算が復活すれば、募集が復活する可能性は
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ある。 

・ PDF データ、書誌データを JCI で作成すれば、過去の分も J-STAGE で公開できる。ただし、

過去分について CiNii との併用は不可。 

4. 各検索サイトの特徴（事務局戸口氏、資料 45-3-1～45-3-5） 

戸口氏から、1 月 31 日に行われた電子化意見交換会の報告が行われた。 

・ 新規分についての公開については、案が認められた。 

・ 既発行分については、Journal@rcive の募集が終了していたことから、電子情報化委員会で再

度検討する。 

・ 過去の掲載物の著作権や、今後の著作権の規程について、意見交換を行った。 

・ 今後のスケジュールとしては、2 月の理事会で電子公開について提案を行い、6 月より会告

ならびに HP で、電子公開の実施とそれに伴う変更事項について、告知を行う。 

・ 会告・HP については、事務局に一任することとした。 

5. 電子公開について 

・ 新規分については、電子化意見交換会でも認められたため、理事会承認後作業を進める。た

だし、コンクリート工学論文集の紙版廃止について、理事会で意見が出る可能性があること

が指摘された。 

・ 登録用データを、JCI としてどのように用意すればよいかの、手順を電子情報化委員会で検

討し、コンクリート工学編集委員会、コンクリート工学論文集編集委員会に提示する。 

・ 既発行分についても、J-STAGE で公開することとした。一度に既発行分を公開するのではな

く、必要な作業は計画をたてて実施し、順次公開していくこととした。また、Journal@rcive

が募集を再開した場合は、速やかに応募して、全既発行分をその際に公開することとした。 

6. 会員専用ページ（八十島委員、資料 44-6） 

・ 会員専用ページ公開の時期は 2011 年 7 月とする。 

・ 八十島委員より、コンクリート年次論文集の情報更新について、外注している作業（HTML

の作成、論文 PDF とのリンク）の効率化のためのソフトが提案された。完成されたソフトで

あり、これを用いて上記作業できることを確認した。 

・ J-Stage での会員の認証は、会員専用ページに J-stage 認証用パスワードを記載して、そのパス

ワードで会員は J-Stage 上のコンテンツを早期に見られるようにする。 

・ 会員専用ページのパスワードは、期限を決めて変更する。 

・ 昨年の年次論文集を会員専用ページ第 1 弾のコンテンツとする。 

・ 会員専用ページについて、会告にて告知する必要があり、今後、原案を作成する。 

7. メールニュース（高橋委員、三木代理、資料 44-5） 

・ メールニュースアクションプランについて、修正案が示された。配信ニュースの拡充、なら

びに HP や会誌などとの連携を強化していく。 

・ コンクリート工学論文集の電子化に伴い、冊子版は廃止予定である。その代わりに、題目、

著者名などをメール配信し、電子版とのリンクを強化していくことがよい。電子公開や会員

専用ページの周知など、会告を越えた内容の配信も有用である。会員専用ページの公開は 7

月を目指すため、同時期にこれらのメールニュース配信開始を目指すこととなった。配信回

数、時期や方法を具体化していくこととなった。（担当：高橋委員） 
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8. その他 

・ 事務局より、英語版 HP の内容拡充、ならびに英文化委員会関連（ひび割れ指針など）の海

外向けの広報について、電子情報化委員会として議論いただきたいとの依頼があった。本件、

担当者を浅本委員とし、調査、検討いただくことになった。 

9. 次回日程 

・ 次回は、2011 年 4 月 15 日（金）15：00 から、JCI 会議室にて実施する。 

以上 


